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東京オリンピック ・パラリンピックが７月２３日から開催されま

す。 この原稿を書いているときは、 東京オリンピックが開

催されるかどうか まだ定かではありませんが、 どうやら開催

する方向で着々と計画が進んでいるようです。▼決してコロ

ナの感染が終息した中での開催 ではなく、 オリンピック開

催に反対する世論は少なくありません。▼東京オリンピック

は２０２０年の開催が決定していましたが、 新型コロナウイ

ルスの感染により１年延長することを提案し現在に至ってい

ます。 世界の人々に対してこの約束を守るということが開催

する意義なのかもしれません。▼２０１９年のラクビーワール

ドカップ。 開催目前までは誰も関心がなかったイベントが、

いざ開催されたら日本全土が熱狂の渦に巻き込まれたこと

は、 皆さんの記憶にも新しいのではないでしょうか。 私もラ

クビーは大学の体育の授業でやった程度ですが、 俄かファ

ンになってしまい盛り上がった記憶があります。▼日本国民

にとって待ちに待った東京オリンピック開催とまではならなく

ても、 いざオリンピックが始まれば、 世界に感動を与えてく

れるシーンが多く、 やはり相応な盛り上がりとなることでしょ

う。 コロナ禍であることを忘れずに、 今までの自粛の努力

を無駄にしないような盛り上がり方を期待したいと思いま

す。

　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責 ：森山 竜吉
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： 徳島県三好市山城町　　撮影日 ： 令和２年９月２１日　　
： 各務 直之 氏 （三協熱研株式会社）
： 吉野川と大歩危峡。 撮影時はちょうど真昼でとても暑かったです。 吉野川は
　 ラフティングも有名で、 沢山の方が楽しんでみえました。
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令和３年度　定時社員総会報告

　一般社団法人愛知県環境測定分析協会の令和３年

度定時社員総会が、５月１７日名古屋市熱田区のサイ

プレスガーデンホテルにおいて、愛知県環境局技監の

小野俊之様と愛知県経済産業局中小企業部商業流通

課担当課長の中村亮様にご臨席を賜り開催されまし

た。開催にあたっては、会場の大幅な人数制限に加え

アクリル板の設置など、感染拡大防止措置を徹底したう

えで「集会形式」と「オンライン形式」を併用した「ハイブ

リッド方式」により開催されました。

　はじめに大野会長の挨拶と来賓の小野様にご祝辞を

頂いた後、議事が審議されました。

　議事は事務局によって説明され、令和２年度の事業

報告及び収支決算と令和３年度事業計画及び収支予

算は全て承認されました。また、役員の選任について

は、現任に加えて３名の役員が新任として選出され、会

長には大野哲氏が副会長には林辰哉氏が再任されま

した。

　総会に先立ち、 計量士として長年計量管理の推進に

貢献された株式会社環境公害センターの牛古誠氏が

愛知県計量関係功労者として愛知県知事から表彰を受

け、 続いて正会員従業員表彰として９名が大野会長か

ら表彰を受けました。

　また、 令和３年度環境に関する喚起標語入選者の表

彰も行われ、 株式会社イズミテックの中島徹氏の作品が

大野会長挨拶 小野様(左側)　中村様(右側)

令和３～４年度　愛環協役員一覧

総会風景（左：会場全景、右：モニター席）

正会員従業員表彰受賞者

受賞者記念撮影

愛知県計量関係功労者表彰受賞者

事務局長 飯沼　克己
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特選となりました。

　さらに、 第５回写真コンテストの一般部門金賞として

三協熱研株式会社の各務直之氏とＳＮＳ映え部門金賞

として株式会社イズミテックの佐藤博氏がそれぞれ表彰

を受けました。 なお、 各務直之氏の作品 「清流、 吉

野川にて」 は、 本誌の表紙を飾っています。

　総会終了後、 有限会社ＬＩＢＲＡ（リーブラ） 代表取

締役の平野裕加里様による 「うまく話すことよりも大切

なこと」 と題した特別講演が行われました。

　自分の考えを相手に伝えるためには 「自分が話す」

だけではなく、 「相手の話を聞きだす」 ことも大切であ

り、 そのためには、 「自分が話す」 を２割にし、 「相

手の話を聞く」 を８割にする。 相手の話の腰を折らず、

話が終わって一呼吸おいてから自分が話し始めるべ

き、 というお話は、 日ごろから真逆の話し方をしている

私にとって耳の痛いものでした。

　また、 話の内容や言葉そのものだけではなく、 話す

ときの表情や声の大きさ ・ トーンなどの視覚 ・ 聴覚情

報も、 伝わり方を左右する、 とのお話もありました。

　昨年来、 研修会や理事会等はオンラインでの開催が

中心となり、 画面越しの顔 （しかも、 何分割もされた

小さな画面） しか見えないため、 自分の話が伝わって

牛古 誠氏 謝辞 中島 徹氏(右側)

平野 裕加里様の特別公演

【特選作品】

『

』

いるのか不安になることがあります （相手も、 おそらく

同じ気持ちだと思います）。

　こうした時には、 相手の話にうなづくだけでも、 印象

が大きく変わりますので、 今後は動作や表情にも留意

し、 「聞く８ ・ 話す２」 を心がけたいと思った次第です。

新理事紹介

　このたび、愛環協の理事を拝命しました株式会社テク

ノ中部の糸魚川広です。輝かしい歴史をもつ愛環協の

理事就任は大変光栄なことであると同時に重責を実感

しております。微力ではございますが、精一杯努めたい

と思います。

　私は、もともとは水産分野が専門で、会社では魚類の

増養殖技術開発研究等に長年従事し、その後営業部

を経て、４年前に現在の測定分析センターに配転され

ました。

　生物の世界では、個体のコンディションや生態的特性

などから明確な答えが得られずに結果を推論する場合

がありますが、測定分析の世界では定量的な答えを出

すのが必然であって、しかも高い精度で、微量の領域

において答えが求められます。どちらの世界も奥深く、

成果を出すのに大変な面はありますが、測定分析の経

験が乏しい自分にとって、このシビアな条件下で業務を

遂行する技術者たちには感服させられます。

　測定分析に携わり思うのは、測定分析は環境汚染対

策の重要な基盤的役割を果たし、環境問題の多様化に

ともなう技術の拡張や精度確保・向上に努めてきたの

に、それに見合ったインセンティブが得られない業界イ

メージが定着しつつあるのが、誠に残念でなりません。

　市況の低価格化が進み、業務効率化・コスト低減な

ど、多大な企業努力を継続せねばならないこと、また、

分析技術者の高齢化や新規採用の難航、次世代への

技術継承も業界の共通課題になっています。

　会員皆様とともに、協会活動を通じて課題の解決を図

ることが出来れば幸いに思います。今後ともご理解、ご

協力くださいますようお願いいたします。

株式会社テクノ中部

測定分析センター　所長

☆糸魚川　広



委員会活動報告

　第１回総務委員会を４月２１日に書面（メール）開催い

たしました。

　委員会では第１４７号に掲載済みの令和２年度景況

調査結果及び新型コロナウイルス定点アンケート結果

について報告するとともに、５月１７日開催の定時社員

総会における正会員従業員表彰候補者の書類審査を

おこないました。

　本年度定時社員総会において正会員従業員表彰を

受けられました皆様、おめでとうございます。環境計量

技術の維持発展に向け、さらなる研鑽を積まれることを

ご祈念申し上げます。

　なお、６月２３日に開催した環境月間講演会につきま

しては、次号（１０月）で紹介させていただきます。

総務委員長　林　辰哉

　令和３年度定時社員総会後、有限会社ＬＩＢＲＡ代表

取締役　平野裕加里氏をお招きし、特別講演「うまく話

すことよりも大切なこと」をご講演頂きました。また、環境

月間講演会では名古屋地方気象台 調査官 加藤弘明

氏より、気象災害と防災についてのお話しを頂きまし

た。いずれもコロナ感染症拡大防止のためＺｏｏｍによる
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◇ 企画・対外交流委員会

◇ 総務委員会

　東亜環境サービス株式会社の伊藤諭志です。昭和５２

年から続く愛環協の理事という重責を務められるよう努

力してまいります。

　私は昭和５８年に静岡県で生まれました。大学への進

学を機に名古屋へ移住、そして名古屋の食文化に触

れ、永住を決意しました。学生時代は主に物理化学を

学んできました。その後、東亜環境サービス株式会社

へ勤め、環境分析の実務を多く経験し、環境測定の難

しさや奥深さを学び、現在に至ります。

　愛知県環境測定分析協会は、会員の「技術の向上」と

「健全な発展」を確立するとともに、「環境の改善」並び

に「公害防止」の一翼を担うことを目的として設立してい

ます。これらの内、「技術の向上」「環境の改善」「公害

防止」に関して、皆様の技術は高い水準を維持し、また

新たな公害問題も起きず、概ね達成できているものと思

います。これは一重に今までの協会員の皆様方の努力

の賜物と思います。今後の課題は「健全な発展」です。

　これから社会が求めるものは「正しく在ること」と感じて

います。善行は成功につながると信じています。企業が

善い行いをし、それが世間から評価され、事業が拡大し

ていく。これが「健全な発展」ではないでしょうか。きれ

いごとと言われるかもしれません。しかしそれを実践す

るからこそ、社会から求められる業界になれるのです。

　愛知県の環境計量業界が、人としてのモラルを守り正

しく在ることをサポートする。これこそ、これからの当協

会の使命と思っています。どうぞよろしくお願いします。

　この度、新しく理事を拝命いたしました一般社団法人

愛知県薬剤師会の大嶌雄二です。

　私は、地方公務員（薬剤師）として、環境衛生、食品

衛生、感染症対策、学校保健など、人の健康に関わる

業務に３４年間携わりました。この間、重症急性呼吸器

症候群（ＳＡＲＳ）、新型インフルエンザ（Ａ/Ｈ１Ｎ１）、

エボラ出血熱、中東呼吸器症候群（ＭＥＲＳ）などの感

染症が世界的に脅威となりましたが、水際対策などが

功を奏し、国内では大きな健康被害は発生しませんで

した。そのため、新型コロナウイルスも同様だろうと高を

☆伊藤　諭志

一般社団法人愛知県薬剤師会

生活科学センター　所長

☆大嶌　雄二

括っていましたが、皆さんご承知のとおり、多数の感染

者・死者が発生することとなりました。それと同時に、マ

スクの着用（咳エチケット）、手洗い、手指の消毒などの

一般的な感染症対策の重要性を再認識することにもな

りました。

　コロナ禍において、会員の皆様におかれましては、感

染予防に配慮した上で、高い精度で環境測定分析を

継続することに大変ご苦労されていることと思います。

その一方で、多くの研修会等が中止となる中、オンライ

ンによる開催にいち早く取り組み、新たな技術・知識の

習得のために会員の皆様が必要とする研修機会の確

保に尽力されている愛環協は、とても頼もしい存在であ

ると感じています。

　環境測定分析に関する知識・技術の普及や分析者の

資質向上などの取り組みを通して、環境保全の推進に

寄与する活動を皆さんとご一緒できることをとても楽し

みに思っています。どうかよろしくお願いいたします。

東亜環境サービス株式会社

代表取締役
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オンライン配信となりましたが、無事開催することが出来

ました。

　秋の施設見学会については、オンライン開催というわ

けにもいかず大変厳しい状況であります。今後は様子

を見ながら企画・開催の検討をしていきたいと考えてお

ります。

企画・対外交流委員長　角　信彦

　６月２９・３０日に環境測定分析新任者研修会を開催

しました。今回は、これまでの１日通日の会場開催か

ら、午後半日×２日間のオンライン+会場（愛環協事務

局）によるハイブリッド開催に変更し、オンライン３０名、

会場１名の計３１名が受講しました。東海技術センター 

菊谷氏、テクノ中部 清水氏、環境科学研究所 牧原氏

及び大同分析リサーチ 新谷氏から環境測定分析に必

要な基本的な知識を学びました。

　９月７・８日には精度管理研修会②【中堅実務コース】

を、また昨年中止としたＳＯＰ研修会は例年の１月から

変更して１０月１３日の開催を予定しています。多数の

ご参加をお願いします。

　教育研修委員会では、この新型コロナ禍の中でも会

員の皆様に安心して研修を受講していただけるよう配

慮しております。皆様の研修へのご参加をお待ちして

おります。

教育研修委員長　佐藤　博

　４月１９日にホームページワーキンググループ（以下、

ＨＰＷＧという）、６月１日に広報ワーキンググループ（以

下、広報WGという）の委員会をそれぞれ書面で開催し

ました。

＜広報ＷＧ＞

　４月２０日に会報誌「あいかんきょう」１４７号を発行しま

した。また本誌（１４８号）の編集内容を決定しました。

＜ＨＰＷＧ＞

　ＨＰＷＧが主催した第５回愛環協写真コンテストにつ

いて、応募された「四季」がテーマの一般部門２８作品

及びＳＮＳ映え部門１４作品を厳正に審査し、それぞれ

受賞者を決定しました。４月３０日に各賞の受賞者を愛

環協のＨＰ上で発表し、５月１７日に開催された令和３

年度定時社員総会で金賞受賞者を表彰しました。

　多くの方にご応募いただき誠にありがとうございまし

た。応募写真は、本誌の表紙や愛環協のＨＰなどに使

用させていただきます。

広報・ＨＰ委員長　濱地　清市

◇教育研修委員会

◇広報・ホームページ委員会

◇技術委員会

◇災害緊急時対応委員会

　第１回技術委員会を５月２０日にオンライン形式で開

催し、令和３年度の共同実験・勉強会について企画・検

討を行いました。

　今年度は、水質・土壌分野および騒音・振動分野で

共同実験、大気・臭気分野では勉強会を開催予定で

す。昨年度は新型コロナウイルスの影響もあり十分な活

動ができませんでしたが、今年度は開催に向け準備を

進めてまいりますので、皆様ぜひご参加ください。

＜水質・土壌ワーキング＞

　模擬排水中のカドミウム、六価クロムを対象とした第１

回共同実験を実施します。７月１２日から試料配布を開

始し、結果の報告期限は８月１０日となっています。１２

月には結果報告会を開催予定しております。ご好評い

ただいているディスカッションも行いますので、是非ご

参加ください。

＜大気・臭気ワーキング＞

　今年度は勉強会を企画しております。開催時期、テー

マは未定ですが、賛助会員企業、機器メーカー等を講

師に迎え、皆様の技術向上に資する勉強会としたいと

考えております。詳細が決まりましたら開催案内をお送

りいたしますので、多くの方にご参加いただきたいと思

います。

＜騒音・振動ワーキング＞

　昨年度に開催した勉強会において取り上げた「周波

数分析」に関する共同実験の開催に向け、企画を進め

ております。開催時期は令和４年１～２月を予定してい

ます。新型コロナウイルスの感染防止対策も行い、皆様

に安心してご参加いただけるよう準備を進めてまいりま

すので、是非ご参加ください。

技術委員長　土屋　忍

　災害緊急時対応委員会では、現在、令和３年度・４年

度の協力認定会員アンケートの集計と協力認定会員名

簿の編集作業を行っております。これまで同様多くの会

員の皆様からご協力をいただき誠にありがとうございま

す。

　さて、さる６月２３日に開催された環境月間講演会で

名古屋地方気象台の加藤弘明様の「気象情報の基礎

知識と防災気象情報の活用」の中で大変印象に残った

言葉がありました。それは「被災地」に対して「未災地」

という言葉です。災害が発生した地域は被災地となりま

すが、自然災害が多い我が国において被災地以外は

まだ災害が発生していないだけであり、これから発生す

るということを十分に心に留める必要があるということで

す。
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　令和３年３月１８日、日本特殊陶業市民会館において

令和２年度大気・臭気ＷＧの勉強会を開催し、１４名が

参加しました。

　今回の勉強会テーマは「においに関する分析の勉強

会」とし、次に示す題目について実施しました。

　１．ＧＣ／ＭＳの基礎について

　２．大気・におい分析ソリューション

　勉強会終了後、各テーマの、「理解度」や「今後の有

効（役立ち）度」について５段階評価によるアンケートを

実施し、さらに内容全般に対する「感想・意見」につい

てもアンケートも実施しました。

　「１．ＧＣ／ＭＳの基礎について」では、装置の各部分

の名称や測定原理、カラムに関する用語などを中心に

これから分析を始める方にも役立つような基礎的な内

容のものでした。アンケート結果では、５段階評価の平

均値として、理解度「４．１」、役立ち度「４．１」と高い結

果となりました。意見として、改めて勉強になった、大変

参考になったというコメントがいくつか見られ、普段の業

務の中において操作方法などから学び、基礎的な部分

については学ぶ機会が少なくなっているのではないか

と推測されるものでした。

　「２．大気・におい分析ソリューション」では、加熱脱着

装置やにおい嗅ぎＧＣ／ＭＳなどの分析機器と、それら

を活用した分析事例の紹介がありました。このテーマで

は汎用的な内容よりもツールを活かした具体事例となっ

ていたため、当該設備を有していない場合では、普段

の業務に応用するイメージが沸きにくい、というようなコ

メントも見られましたが、一方では新しい設備に対する

興味や業務に取り込んだ際の効率化に向けた期待的

な意見もあり、理解度「３．９」、役立ち度「３．５」と概ね

好評であったと思われました。

　今後開催を希望する共同実験や勉強会については、

ＬＣやＩＣＰに関する要望があり、幅広い測定項目につ

いて情報を提供できるよう、参考にしていきたいと考え

ています。

　今回はコロナ禍における勉強会ということもあり、大

気・臭気ＷＧとして初のオンライン開催となりました。各

分析装置メーカーではオンラインセミナーが通常になり

つつあることや、開催側も受講側も対応できる環境が

整ってきていることで、大きなトラブルもなく実施できま

した。オンラインでの開催については、移動に係る時間

や費用面などのメリットから好意的な意見も多くありまし

たが、対面形式による勉強会を望む声もありました。理

由としては、質問のしにくさなどのオンラインのデメリット

と思われる面が出ており、今後の勉強会開催に向け、

オンラインと対面形式双方の長所、短所を配慮しなが

ら、より良いものへと検討していきたいと思います。

　令和３年度では、引き続き勉強会を開催する予定と

なっており、ワクチンの接種状況など世の中の動向を加

味しつつ、時期や開催方法を検討していきますので、

皆様の多数のご参加をお待ちしております。

　最後になりますが、今回の勉強会開催にあたり、株式

会社島津製作所様のご協力により充実した勉強会が実

施できたことを心より感謝申し上げます。

「大気・臭気ＷＧ勉強会」　開催報告

技術委員　大気・臭気ＷＧ 坪井　秀樹

　本年度も自治体との災害協定に基づく調査訓練や連

絡・調整等を積極的に行い、自治体との連携強化に努

めますとともに、愛環協としての実施体制の拡充にも務

めてまいりますので、会員の皆様におかれましても自社

のＢＣＰの構築と運用を進めるとともに、委員会活動に

対するご理解とご協力をお願い申し上げます。

災害緊急時対応委員長　林　昌史

「特別企画セミナー」　開催報告

総務委員長 林　辰哉

　３月１９日に愛環協・日環協中部支部共催で特別企

画セミナーを開催しました。セミナーは愛環協事務局を

スタジオとしてオンライン形式で配信し、３７名が参加し

ました。

セミナー実施の様子（事務局）
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　第１部の「計量証明事業所への立入り検査について」

では、愛知県経済産業局中小企業部商業流通課より

愛知県計量センター担当課長の中村亮氏を迎え、昨年

度の立入検査についてご講演いただきました。概要部

分では、立入検査の趣旨や過去の実例に触れ、法令

違反や事件・事故の未然防止の観点から、目的や方

法、検査結果と改善措置までの実施要領についてのご

説明がありました。また、検査の要点を挙げたチェック

シートに基づく指導事項の紹介では、具体例を挙げて

注意を喚起していただき、さらに、講演の最後には、

「押印の廃止」と「計量証明書の電子発行」についての

ご説明もいただきました。

　第２部の「災害対策における環境計量証明事業者の

連携について」では、愛環協災害緊急時対応委員長の

林昌史氏より、全国の県単における自治体との協定締

結状況、そして愛環境における自治体との災害協定や

相互応援協定の内容を中心にご説明をいただきまし

た。

　また、今回は第１部と第２部の間に賛助会員によるプ

レゼンテーションとして、ビーエルテック株式会社、三浦

工業株式会社、ラボテック株式会社の３社から、製品紹

介・技術紹介をおこなっていただきました。

　参加者の方からいただいたアンケート回答では、全般

的に高い評価をいただき、大変有意義なセミナー開催

となりました。

　下記に皆様からいただいたアンケート内容をご紹介さ

せていただきます。

【第１部　計量証明事業所への立入り検査について】

　受講者の声（代表的意見の抜粋）

【オンライン開催の満足度について】

　受講者の声（代表的意見の抜粋）

【セミナー全般に対する感想】

【今後希望するテーマ】

　オンライン開催は、移動時間や交通費が不要で気軽

に参加しやすいとの声が圧倒的であり、オンライン開催

に対する期待度の高さを実感しました。一方で、PCの

不調や動画再生など、聞き手側にストレスを与えてし

まったことは反省材料であり、設定時間内にスムーズに

終了できるように念入りな準備をすることが課題として

残りました。オンライン形式でのセミナー開催は数を重

ねるごとに改善に努めています。これからも多数の方々

に参加していただけるよう努力してまいります。
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環境・時の話題
「新型コロナウイルスのPCR検査」

１．はじめに

　新型コロナウイルス感染が流行して１年半が経とうとし

ています。その間、ＰＣＲ検査をたくさんしたほうがいい

とか、あまり必要ないとかいうニュースを見聞きしまし

た。抗原検査や抗体検査とはどう違うかも話題になりま

した。今回はＰＣＲ検査を中心に新型コロナウイルスの

検査法を紹介します。

２．細胞とウイルス １)

この“壁”は「細胞膜」がその役目を担っています。

　壁で仕切られた細胞の主な構成要素は、細胞膜、遺

伝情報をもつ核酸（ＤＮＡとＲＮＡ）、「リボソーム」などが

あります。リボソームはタンパク質を作る役割をもちます

が、例えるなら、“３Ｄプリンター”のようなものです。生

物は自分の部屋にある３Ｄプリンターを使って、設計図

（ＤＮＡとＲＮＡ）さえあれば、家の家具、調理道具、とき

には大工道具など何でもつくることができます。

　「ＤＮＡ(核酸)」は、その部屋に住んでいる住人です。

この住人は“分身の術”を使うことができます。ときどき

分身の術を使い二人に別れ、部屋を２倍の大きさにし

て二部屋に区切ることを繰り返しています。また、この住

人は、３Ｄプリンターを使って作ったその部屋の中にあ

る全てのものの“設計図”を覚えています。新しくできた

部屋では、その設計図を使って、必要なものを３Ｄプリ

ンターでどんどん作り出します。

　一方、ウイルスは、動物、植物、細菌などの生物がもつ

「細胞（セル）」という構造をもちません。言ってみれば、

ウイルスは自分の暮らす部屋がない“家なき子”です。

一応、雨露を防ぐレインコート（タンパク質の集合体、カ

プシド）を着ていますが、３Ｄプリンターももっていませ

ん。しかしウイルスは、ドアをノックして、時には有無を言

わさず押し入って、他人が住む部屋（細胞）に侵入して

いきます。本来、住人は一部屋に一人ですが、そんなこ

とはお構いなしに家なき子は分身の術を繰り返し、あっ

という間に部屋一杯に増えます。もとの住人と同じように

設計図はもっており、他人の３Ｄプリンターを使いレイン

コートを増産し、それを着た家なき子たちがもとの部屋

を壊して他の部屋に侵入するべく飛び出していきます。

３．ウイルスの構造 3)

　ヒト、動物、植物、細菌の遺伝物質はＤＮＡにありま

す。ウイルスの場合は、ＤＮＡ（二本鎖）を遺伝物質にも

つものと、ＲＮＡ（一本鎖）を遺伝物質にもつものの２通

りがあり、それぞれＤＮＡウイルス、ＲＮＡウイルスと呼ば

れます。ウイルスは、遺伝情報が含まれる核酸（家なき

子、ＤＮＡ又はＲＮＡ）がタンパク質（レインコート）に取

り囲まれた構造をしています。このタンパク質をカプシド

と言います（右側の図の青い太線）。右側の図のよう

に、核酸とカプシドタンパク質だけでできたウイルスもあ

りますが、左側の図のように、その周囲をさらに膜で覆

われたウイルスもあります。この膜を「エンベロープ（“封

筒”を意味する）」といいます（左図の緑の太線）。ウイル

スが細胞に侵入して、自己複製し、最終的に細胞から

放出されます。ウイルスが放出されるときに、寄生してい

た細胞の膜をかぶって出てくるものがありますが、それ

がエンベロープです。エンベロープは宿主細胞の細胞

膜（脂質）に由来するので、エンベロープも脂質です。

ちなみに、インフルエンザウイルスやコロナウイルスは

エンベロープウイルスであるため、脂質を壊す石けんで

の手洗いが予防に効果的です。一方エンベロープをも

たないノロウイルスには石けんの効果がありません。

　エンベロープには、いろいろなタンパク質が刺さって

います。左図の紫色や緑色の突起物です。エンベロー

プのタンパク質は、ウイルスが細胞に侵入するときに重

要な役割をします。

　１７世紀の博物学者、

ロバート・フックは、発明

されたばかりの顕微鏡を

使ってコルク（植物の死

骸）を観察し、そこに小

さな部屋のような構造が

あることを発見しました。

それをセル（細胞）と名

付けました。生物の細

胞、セルとい う小部屋

は、物理的に外界から

隔てられた “自分の空

間”を作っています。

フックが描いた
コルクの細胞構造 2)
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４．ウイルスの増え方 3)

　ウイルスはどんな細胞にも侵入できるわけではありま

せん。ウイルスのタンパク質が“鍵”となり、ぴったりと結

合する“鍵穴”である細胞表面のタンパク質が、ピタッと

結合したときにのみ、ウイルスがその細胞の内部に侵入

することができます。そのような細胞表面のタンパク質

を、「受容体」あるいは「レセプター」といいます。ウイル

スはそのレセプターをもつ細胞にしか侵入できないとい

うことです。

　コロナウイルスの場合、自身のスパイクタンパク質を

“鍵”とし、ヒトの呼吸器（鼻、気管、肺など）の粘膜細胞

上のＡＣＥ２という「受容体タンパク質」の“鍵穴”に結合

し、ヒトの細胞に侵入します。感染した細胞では、コロナ

ウイルスのＲＮＡウイルスがどんどん増殖され、遺伝情

報に基づいてカプシドタンパク質やスパイクタンパク質

などもどんどんつくられます。最終的に、細胞膜をか

ぶった大量の新しいウイルスが細胞の外に出ていきま

す。

５．抗原検査法（定性） 6)

　抗原検査法（定性、以下同様）は、ウイルスタンパク

の迅速検査法です。鼻咽頭の粘膜やだ液を検体とし、

あらかじめ試薬を塗布した検査キットに検体を滴下しま

す。検体中にコロナウイルスが大量に含まれる場合、ウ

イルスの表面に突起したスパイクタンパク質（右上図の

青い突起物）が、検査キットのプレート上に固定化され

た抗体試薬と特異的に結合し、発色します。

　抗原検査法は、妊娠検査薬などと同様に測定のため

の機器が必要ありません。分析の専門知識がなくても

だれでも簡単に１５分程度できます。インフルエンザの

場合と同様、鼻咽頭の粘膜を採取するのは医療行為で

すので病院を受診する必要がありますが、だ液の場合

は本人だけで検査を完了できます。

　検査キットを用いる抗原検査法は、コロナウイルスのタ

ンパク質を直接検出する方法です。よって、試薬が発

色し陽性と判定されるには、ある程度大量のウイルス量

が必要です。ここに注意が必要です。
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　コロナウイルスが体に入り込むと、最初はごくわずかで

すが、５～７日程度かけて爆発的に増殖し、発症するま

での最大量に達すると考えられています。したがって、

感染直後の数日間は、体内のコロナウイルス量がそれ

ほど多くないことがあります。その時期に検査キットで抗

原検査をした場合、ウイルスに感染していても陰性と判

定してしまう可能性があるため、陰性結果の取扱いに十

分な注意が必要です。

６．ＰＣＲ検査法 3) 9) 10)

　ＰＣＲ検査法は、抗原検査法に比べ、検出できるウイ

ルス量が極端に少なくてすむ優れた方法です。ＰＣＲを

使えば、ほんのわずかの量のウイルスしかなくても、目

的のウイルスの遺伝子があるかどうかが分かります。

ウイルスの遺伝子はＤＮＡやＲＮＡで構成されていま

す。コロナウイルスは一本鎖ＲＮＡです。ＤＮＡやＲＮＡ

に４種類の塩基が様々な順番で並んでいます。その塩

基配列の中には、コロナウイルスに固有の並び方が存

在しています。

ＰＣＲは、ＤＮＡ合成酵素連鎖反応（Ｐｏｌｙｍｅｒａｓｅ

Ｃｈａｉｎ　Ｒｅａｃｔｉｏｎ）の略です。名前の通り、連鎖反応

によってＤＮＡを増幅する技術です。

　はじめに「ステップ１（熱変性）」で、高温に上げて二本

鎖ＤＮＡを一本鎖に分けます。次の「ステップ２（アニー

リング）」では、プライマーを使用します。プライマーと

は、コロナウイルスに特徴的な塩基配列断片（２０塩基

程度）に対して、相補的な順序になるようにあらかじめ

合成したオリゴマーです。このステップでは、一本鎖Ｄ

ＮＡ中の増幅したい部分（コロナウイルスに特徴的なＤ

ＮＡ断片）にプライマーをくっつけます(アニーリング）。
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そして、「ステップ３（伸長反応）」で、４種類の塩基モノ

マーとＤＮＡ合成酵素により、一本鎖ＤＮＡに付着した

プライマー部から塩基がくっついていきＤＮＡ鎖が伸長

されます。この一連のステップにより、二本鎖ＤＮＡが２

倍に増えます。つまりコロナウイルスに特徴的なＤＮＡ

断片（２０塩基程度）も２倍に増えます。１～３のステップ

を繰り返すことにより、２サイクル目で４倍、３サイクル目

で８倍と指数関数的に増幅し、２０サイクルのPCRを行う

と、２２０倍（１００万倍）に増幅されます。
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　なお、コロナウイルスは一本鎖ＲＮＡであるため、ＰＣ

Ｒ反応の前に、逆転写酵素を使ってＲＮＡ配列を反映

した二本鎖ＤＮＡを合成しておきます（ＲＴ：Ｒｅｖｅｒｓｅ　

Ｔｒａｎｓｃｒｉｐｔｉｏｎ：逆転写）。また、ＰＣＲ時に標的配列

に付着し蛍光を発する物質（プローブ）を導入し、その

蛍光強度を計測することにより、ＤＮＡ鎖の増幅量をリ

アルタイムに検出することができます。

７．まとめ 3) 9)

　ＰＣＲ検査法は、抗原検査法と同様に、「現在感染し

ているかどうか」を診断する検査法です。しかし前述し

たように、検出に必要なウイルス量は原理的に、ＰＣＲ

の方がはるかに少ないことが分かります。このことによ

り、厚労省のガイドラインでは、抗原検査で陰性であっ

ても、陰性を確定するためにはＰＣＲ検査を行う必要が

あるとされています。また、無症状者に対するスクリーニ

ング検査には、抗原検査を用いるべきでなく、ＰＣＲ検

査による必要があるとされています。

　ちなみに、「抗体検査」は、「以前に感染したことがあ

るか（感染歴）」を診断します。コロナウイルス感染後１０

日ほど経過すると体内に十分に抗体ができるため、血

液を抗原が入った試薬に入れることにより、血液中に抗

体が存在するかどうかを調べます。検出原理は抗原検

査に似ています。
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